
家族の問題が複数世代化・多問題化

個々への対応の限界

１機関での対応の限界

多世代型アプローチの必要性

各機関の連携の必要性

どうして『多世代』なのか？ 複雑化する地域課題

2017/8/8 藤原佳典提供
資料４
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・地域への波及効果が低い
・事業やグループ活動が先細り

厚労科研費 健康安全・危機管理対策総合研究事業「地域保健事
業におけるソーシャルキャピタルの活用に関する研究」 （平成２５
年度研究代表者藤原佳典）

どうして『多世代』なのか？ 団体の持続・拡大性
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「次世代の価値を生み出す行為に積極的に関わること」
ジェネラティビティとは・・・・次世代継承への意識・行動

STEP1
乳児期

STEP2
幼児前期

STEP3
幼児後期

STEP4
学童期

STEP5
青年期

STEP6
成人初期

STEP7
壮年期

STEP8
老年期

基本的信頼
vs

基本的不信

自律性
vs

恥と疑惑

自主性
vs
罪悪感

勤勉
vs
劣等感

同一性
アイデンティティ

vs
混乱

親密
vs
孤立

生殖性
ジェネラティビティ

vs
停滞

統合
vs
絶望

信頼できる
他者と人生を
共有できているか

何か次世代に残る
価値を生み出す
ことができているか私は何者で

どこにいこうと
しているのか

人生を
まっとう

できているか
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▲ E.H.エリクソン

Erikson心理社会的段階目録検査

英知、思い、技術、経験、文化、環境・・・何かを伝える

どうして『多世代』なのか？ 高齢者の潜在的心理



高年層中年層若年層

「別居親族」や「友人・近所」との交流頻度が週に1回未満

首都圏A市B区「世代間の助け合いの意識と実態に関する調査」(平成27年3月実施)住民基本台帳
より無作為抽出した20～84歳のA区民2.500人（回収率 39.2％）

性・世代別に見た社会的孤立状況
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どうして『多世代』なのか？ 孤立は全世代共通の課題

両世代に共通する課題 孤立による３つのF(不安・不便・不健康）を
一挙に解決できる方法はないか？

子育ての悩みを誰に
相談していいのかわからない

子育てについて周りの理解が得ら
れていないように感じる

緊急時に頼れる場所がない

家事や掃除などを手伝って
くれる人が周りにいない

他の世代とどう関われば
良いのかわからない

将来に対する不安が大きい

子育て世代の課題 高齢者世代の課題
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

70代以上

50-60代

20-40代

0%20%40%60%80%100%

近所づきあいや、地域活動・余暇活動の中で、
(1)ちょっとした手助けをする機会はどのくらい
ありますか。

図２ 手段的サポートの提供機会／受領機会のバランス

※ 家族や親戚、仕事関係の人は除く。
※「よくある」「ときどきある」「あまりない」「全くない」から一つを選択。

（以下のグラフには、「よくある」と「ときどきある」を合算した割合を示す。）

近所づきあいや、地域活動・余暇活動の中で、
(1)ちょっとした手助けをしてもらう機会はどの
くらいありますか。

提供 受領

相手の
年齢層

25-49歳

50-64歳

65-84歳

回答者の
年齢区分

～に対して ～から

l 65-84歳による70代 以上
の人に対する提供の割合が
高い。

l 一方、全体的に受領の割合
は低く、特に65-84歳で提
供と受領の差が大きい。

n 若年層（20-40代）に対する中高
年者の手段的サポート 提供を増
やしたい。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

70代以上

50-60代

20-40代

子ども・10代

図１ 他の世代と会話をする機会：「ある」と回答した者の割合

近所づきあいや、地域活動・余暇活動の中で、あなたは、次のような年齢層の方と会話をする機会が、どのくら
いありますか。

※ 家族や親戚、仕事関係の人は除く。
※「よくある」「ときどきある」「あまりない」「全くない」から一つを選択。

（以下のグラフには、「よくある」と「ときどきある」を合算した割合を示す。）

相手の年齢層

25-49歳

50-64歳

65-84歳

回答者の
年齢区分

l 同世代間での会話頻度は高い。
l 25-49歳の他世代との会話頻度が 相対

的に低い。

n 若年層（子ども・１０代、２０ｰ４０代）
に対する中高年者の会話頻度を伸ばしたい。
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高年層中年層若年層

速報「世代間の助け合いの意識と実態に関する調査」(平成27年3月実施)住民基本台帳より無作為抽出した
20～84歳の川崎市A区民2.500人（回収率 39.2％）

世代別に見たソーシャルキャピタル
～世間一般の人への信頼vs.地域の人への信頼
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科学技術振興機構JST－RISTEX
『持続可能な多世代共創社会のデザイン

プロ全体像

共生社会へ！多世代互助コミュニティプロジェクト進行中～2018/9
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2004~モデル版

Ø 東京都中央区（都心部）27名→50名

Ø 川崎市多摩区（住宅地）22名→45名

Ø 滋賀県長浜市（地方小都市）21名→96名

Ø 杉並区、横浜市
青葉区、豊島区、
文京区、大田区

2006~普及版
Ø 北区、板橋区、

練馬区、千代田区、

府中市

2015~

http://www2.tmig.or.jp/healthpromotion/reprints/
about.html

Ø 狛江市、北秋田市

2017~
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内閣府高齢社会対策サイト(H19)

中央区教育委員会より表彰(H27) 11



多様なステークホルダーとの相互関係「りぷりんと・ボランティア」モデル

社会福祉協議会
ボランティアセンター

公立図書館

NPO(他エリア
のりぷりんと)

生涯学習課学校教育課

教育委員会

学
校

りぷりんと

ボランティア

PTA

自治会
町会

老人クラブ

既存のボランティア

技術支援

健康・生活支援

公衆衛生情報2007;37:12-15より改編.

高齢支援部局
地域包括・

研究協力・
学術的支援

新人研修・
課題共有

運営支援

都健康長寿C
（学術機関）

広報支援
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